
Q.接種対象者について市独自で優先順位等変更は
しないのか。(高齢者で基礎疾患の方を優先など)
A．国スケジュール通りの優先順位を予定している。
想定順位は、1．医療従事者等、
2．高齢者（令和3年度中に65歳以上に達する方）、
3．基礎疾患を有する者（慢性の呼吸器の病気・慢
性の心臓病（高血圧を含む）などで現在治療中の
方）及び高齢者施設等の従事者、
4．上記以外の者
Q .接種後の健康被害や副作用等の対応は。
A.接種会場には急な体調変化に対応できるよう予診
待合や健康観察スペースに看護師を配置予定。
→救済制度の周知や市と府にそれぞれ相談体制が
あり、市民にわかりやすいお知らせを求めました。

Q.集団接種場所の選定は？公共施設等以外も検討
しているのか。会場検討の詳細を。
A.集団接種会場は複数の公共施設を検討。具体的
な検討内容は示せない。公共施設以外についても
具体的な検討に至っていない。
→すでに決まっている市も多い中、いまだに検討段
階であること、市民への影響もあるため、早めの情
報提供の必要性と十分な説明を指摘しました。
Q ．接種券配布時に、接種しない選択もできること
やそれによる差別的扱い・不当な利益等を防止
するための案内文の同封等周知は行うのか？

A. 「本人の同意が必要」ということを案内文等に記
載する予定。

→適切な情報を市民に共有するよう提案しました。

【「新型コロナウイルス感染症かもしれない。」と思ったら⁇】

吹田市議会会派
令和３年２月発行

令和３年の始まりも新型コロナウイルスの感
染拡大に歯止めが効かず、1月１４日から緊
急事態宣言が発令され、延長を余儀なくされ
ました。吹田市では、令和３年２月１日現在で
累計1,360人を超える方々が新型コロナウイ
ルス感染症と確認されています。感染された
方々に心からお見舞い申し上げます。
また、地域においても、この間の地域コミュニ
ティの基盤施設等の休館により、コミュニティ
の希薄さを懸念しています。

引き続き、感染症にかかる医療や検査体制
の充実、ワクチン接種体制、心のつながりを保
つための地域活動への支援など、市民の命を
救う対応を第一に市に求めていきます。
皆さまにおかれましては、ご自身を守り、また
周囲の大切な方々を守りながら、健やかな
日々を過ごして頂きたく思います。
11月定例会及び1月臨時会等の活動報告概要
です。いつも、貴重なご意見等いただきありがとう
ございます。これからも大切なお声をぜひ、お聞か
せください。

この議会だよりは政務活動費（公費）で印刷しています

発行元 市民と歩む議員の会 連絡先
吹田市役所会派控室：〒564−8550 吹田市泉町1−3−40 TEL 6384−1390 FAX 6337−6858
いそがわ ゆか 事務所：〒565−0831 吹田市五月が丘東9−12−102
TEL：06-4864−2874 FAX：06-6878−1452 Eメール：510yuka.suita@gmail.com URL : https://isoyuka.net

【ワクチン接種の流れと体制は？(1月29日臨時会にて)】

吹田市の対応の流れ↓↓(発熱、咳、痰、味覚・嗅覚異常、全身倦怠感等のある方)
１−①かかりつけ医や身近な医療機関に電話で症状等についてご相談ください。
１−②どこに連絡をしたらいいのかわからない場合は、

新型コロナ受診相談センターへ連絡を！

２ 受診後、医師に「コロナの疑い」と判断されると、PCR検査センター等で検査
を実施します。結果によって、保健所等から連絡が入ります。
※自宅療養となられた方には、吹田市より、レトルト食品等が配達されます。

詳細は吹田市HPもしくは健康医療部地域保健課（06-6339-2225）まで

平日9時ー17時半•••• TEL:06−7178−1370 FAX:06−6339−2058
夜間・土日祝 •••• TEL:050-3531-5598 FAX:06−6339−2058(同

じ)

mailto:510yuka.suita@gmail.com
https://isoyuka.net/


１．議案第137号(修正案)：吹田市名誉市民条例の制定について(修正案)賛成 ３ 反対３１ 否決→原案可決
２．市会議案第２０号：老朽化した関西電力の原子力発電所の再稼働に反対し、廃炉を求める意見書

賛成１４ 反対１６ 退席４ 否決
３．市会議案第２１号：コロナ禍の下で年金を減額する制度の適用は中止し、年金支給額の改善を求める意見書

賛成 ９ 反対２５ 否決

以下、SNS等の情報です。
Facebook :市民と歩む議員の会
五十川HPのQRコードはこちら→

◯名誉市民条例については、名誉ある方に称号をお
贈りするものです。その対象者を定める条文第2条の
「名誉市民の称号は、〜中略〜、学術研究その他の
社会の発展に寄与する活動が世界的に高く評価され
たことにより、広く市民から吹田の誇りとして深く
尊敬されているものに対して贈る。」について、市
は、その対象者は、『学術研究』に限らないと答弁
しているが、『その他の』表記の意味や範囲につい
て、吹田市の答弁と条文に開きが大きく、答弁の解
釈で埋めるには限界があり、市民に誤解を多く与え
る部分であるため、市に対して条文の修正を提案し
ていましたが、修正されませんでした。
わが会派としては、条例と答弁の整合性を図る

必要があるため、議員の権利である修正案を提案し
ました。残念ながら否決となりましたが、市長には、
将来的に残る条例を提案する重みを感じていただき
たいものです。(詳細は議事録をご覧ください。)
◯高齢者施設入所者等へのPCR検査の実施について
Q. 検査費支援対象者を職員等は該当せず、入所者及
びショートステイ利用者に絞った理由と根拠は？ま
た、職員への検査は感染拡大予防として必要ないと
の認識なのか。
A.検体採取の業務量や検査費用の増大が
懸念されるため、対象者を絞った。職員に
ついては、今後の検討課題としている。

11月定例会議案質疑より［名誉市民条例と高齢者へのPCR検査への補助について］

吹田市議会２月定例会は２月１９日から３月２３日までの予定
です。市政をチェックするためにもぜひ、傍聴をお願いします。
（感染拡大防止の為、本会議のインターネット視聴の活用の
ご協力をお願いしています。）

市民の方々から1,200筆を超える署名が集まり市長や議長に、少人数学級実現に向け、市の独自対応を含めた
陳情等もされているところですが、政府に対する意見書『少人数学級の実現を求める意見書』については、
全会一致で可決されました！！
市長から提案された議案等（予算、条例、国や府への意見書）のうち、賛否の分かれた議案の一部です。（意見書：

※地方自治法第99条 普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又は関係行政庁
に提出することができる。）個人賛否は以下の表のとおりです。

表記意味
賛成者 ○
反対者 ×
退席者 退
欠席者 欠

なお、１１月定例会は、引き続き一人あたりの発言時間の短縮及び健康医療部の関係は答弁者に配慮して代表質
問に統合しましたので、五十川個人質問においては、市職員の感染対策状況や市の契約の現状、小中学校の感染リ
スクの根拠等、いじめ重大事態の公表基準、いずみの園公園入口の合理的配慮の必要性など、様々な課題・問題に
対して質疑・問題提起を行いました。詳しくはぜひ、議事録（市議会HP掲載）にてご覧ください。

1月29日臨時会（すいたエール商品券の配布と不妊治療について)

名誉市民条例
については、会
派で修正動議
を提案しました。

◯特定の医療従事者及びひとり親
世帯及び就学援助利用世帯への
エール商品券の配布について
1月29日まで発売をしていたエール
商品券の販売率は７割強でした。
この事業拡充として、対象者に販売で
はなく配布をするという事業です。

→使用期間(2/28まで)が短く、配布対
象者への配慮が足りないことや必要か
つ十分な支援とはいえないため、更な
る別の支援策の実施を求めました。
また、商業者支援としても、別の手
段の支援に切り替えるなど熟慮するべ
きであったことを指摘しました。

◯不妊治療支援事業の拡大につ
いて（国の法改正と同内容）
これまでは市独自で所得制限を撤
廃していましたが、法改正どおり助成
額等が拡充されました。

※詳細はHP等でご確認ください。


